
	

　	
　［背景］	
　　　　　	ASEAN・IORA	（環インド洋地域協力連合）諸国では、	
　　　　　 SDGｓ実現を目標に、サイエンスシティー建設を国を挙げて	
　　　　　図りつつあり、日本・関西のアジア・ASEAN政策とも合致	
	

　［取り組み］	
	　　　　　JASTIPとの連携により、けいはんな学研都市をハブとした	
　　　　　「日本・	ASEAN・IORA連携拠点」を構築	
	

　　　　　・ ASEANとの連携拠点の構築　　・IORAとの連携拠点の構築	
	
	

SDGｓに寄与すべく、イノベーションに基づく、	
ASEAN／IORAとの連携による新産業を創出	

	
第１回 イノベーション拠点連携サミット(2018/10/3)で	
	AIJイノベーション連携プラットフォームをキックオフ	

	

AIJイノベ―ション連携プラットフォー
ムの目的 

　けいはんなをハブにした「日本・ASEAN/IORA拠点連携」の形成　	



ＡＩＪプラットフォームの概要 

各国サイエンスシティ 
タイ・インドネシア・ベトナム 
マレーシア・シンガポール・ 
ブルネイ・豪州・・台湾 



企業	

ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ	

大学	

研究所	

	
	

ﾏｰｹｯﾄ	
	
	

**MOU：Memorandum	of	Understanding	

企業,	ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ等	
	
	
	
	
	

																			 	

共同開発を通じた	
人材育成	

海外要員の	
育成	

ラボ・施設の提供	
けいはんな	
ｻｲｴﾝｽｼﾃｨ	

を拠点とした	
日本企業との協業	

*RDMM：RDMM支援センター、関西学術研究都市推進機構(公財)	

MOU**	

けいはんなR&Dイノベーションコンソーシアム	

日本/　HUB:けいはんなｻｲｴﾝｽｼﾃｨ	ASEAN/IROA 各国	

・ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ	
・ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟｴﾝｼﾞﾆｱとの	
　新事業創造	

RDMM* HUBとして	

日本での	
人材育成	

ｻｲｴﾝｽシティ	

実務を通じた	
商品開発教育	

施設の相互利用	
-	共同開発	
-	ﾌﾟﾛﾄﾀｲﾋﾟﾝｸﾞ	
-	ﾃｽﾄﾏｰｹｨﾝｸﾞ		
	

人材交流	
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ	 海外事業の経験	

ローコストでの	
アジア市場進出	

②	

企業・大学での	
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ経験を	
通じた共同開発	

人材交流	
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ	①	

施設相互	
利用	③	

ASEAN/IORA	
での協業支援	

施設相互	
利用	④	

国際的人材育成	

新事業・新産業	
創出	

ＡＩＪ－ＰＦの基本機能 



NSP	:	Northern	Science	Park	

ＡＩＪ－ＰＦ　活用具体イメージ　タイNSP・チェンマイ大学での
検討事例 

NSP：Northern	Science	Park　（タイ北部サイエンスパーク）	
CMU/STeP：チェンマイ大学サイエンステクノロジーパーク	


